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概要

巌近、配線器具ーからの出火防止対策として二屯被磁のコードを使用したテーブルタップがでまわるよう

になってきた。

この二重被覆コードを含む各種コード及びテーブルタッフの地震時における出火危険性を検証し、安全

対策へ反映させることを目的とし研究を行った。その結果、以下のことを確認した。

1 二重被覆のコードの方が従来のものより、引っ張りにより内部の素線が切れにくい。

2 落下物の衝懇に対しては、二重被覆付きコードの方が被援に亀裂が発生しにくく、素線が露出しにく

し当。

3 テーブルタップにプラグが先し込まれた状態で落下物の衝撃が加わった場合、プラグキャップが破損

し走刃のみが差さ ったままになる可能性がある。また、可動キャップの方が破損しに くい。

1 研究の目的 表 1 試験体(コード)

6fi jじ 外 I王 て事

試験 公体 断 Irl1 ぷ線数ー 外't.tit 
体ミ1¥ 1'， 1午 frt (l1l1n') 点線1世 甫

字引ビー JI，コ 3 7本 3..4 x 6.8 

ード 2. O.26mm rnm 

ぷ， 

電気に起因する火災は、東京消防庁管内で毎年 800件前

後発生しており、中でも、電気器具に付属するコードやプ

ラグからの火災が多くを 占めている。こうした中で強度の

向上を図るため二重被覆のコードを使用したテーブルタ

ップが出まわるようになってきた。
2 白:~喧 被梢 H コ 6 7本 4.3 x 7.8 保 :理償却

本研究は、この二重被覆コードを含む各種コード及びテ

ーブルタップの地温時における出火危険性を検証し、安全

対策へ反映させることを目的とする。

2 実験の内容

(I) 二男L被覆コードと従来のテーブルタップのコードの

引張りによる出火危険の検証

(2) コードに重量物が落下した場合の出火危険の検証

(3) テーブルタップにプラグが差し込まれた状態で重量

物が落下した場合の出火危険の検証

3 試験体

(I) 使用したコードは表 lのとおり e

(2) 使用 したテープルタ ップは表2のとおり。

なお、テーブルタップに差し込むプラグは表 3のとお

り。

本 第二研究室

3 

4 

5 

試験体

γ7ゲ l

tラヲ 2 

7'竹'3

144 

ドA 8 O.15mm mm  の j叫さ
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ドH 1. O.15mm 111打1 のり さ
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コー ド 8 O.15mm Oln、

5社却の OAタ s 7本 4.1 x 7.2 

ップのコード ¥. 8 O.15mlJl 汀】灯、

表 2 試験体(テーブルタップ)

配線栂只両知 1配線以l'-メーカー

テープルタップ(てm構泡式) I ¥1何:'}l
1500W 15AI25VJ5AI25V 

テ プルタソプ I 1社制

1500W15A125V 

表 3 試験体(プラグ)

感 {Ij メ ー力一 揃 4どι， 

;f:月"ffh.tプフゲ(而I Aft-:il モルド噌

動キャッ 7)

;r: ijiTJ動式プラグ(可 8ft恒 モ )~ド可!T:ない物

耐キャップ)

通常のプラグ Ai土民 モ-)~ド型
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4 実験方法

(l) 引張試験

下記に示す誌験機により実施した。

引張試験機 (島津S-5000)

最大荷車[500kgf、試験片直径 80mm、ポンチスト

ローク 試験片下面より 50mm、荷重計RC

クロスヘッド速度 200mmfmin(写点 l参照)

アコード

表 1に示す試験体について引張試験を各 3回実施した。

(.1'-i J'~ 2参照)

写真1 引張試験機

写真 2 試験体の断面(左から試験体 1~ 5) 

イ コード被覆のみ

表 lの試験体コード被覆のみについて各 l回引張試験

を実施した。

(2) 落下物衝撃試験

アコード

表 lの試験体 1~ 5を図 Iのように合板(l2mm)の上に

横田きと縦i置きの状態に置き、さらに直径 lOmmの鉄棒

を直角に同き‘ 6‘8、lOkgの重りで落下実験を実施した。

(写真 3、4参照、)

試験体の配線は長さ 150mmで片側 50mmは被覆を除

去し落下実験後、線開の絶縁抵抗を測定した。

イ テーブルタップ

表2の試験体について実験した。

前(1)の訊験方法でテーブルタ ップ本体及びプラグが

差し込まれたテーブルタップに重りを落下させ実験した。

{措置き)

〆三三ア
t据置膏 }

図 1 落下実験の設定
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き

....."..同.1
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写真 3 試験体(横置き) 写真4 試験体(縦置き)

5 実験結果と考察

(1) 号|恥試験結果

ア コー ドの引張試験結果

コードの引張試験結果は表 4 、写真 5~ 7のとおり。又、

各コードの 3回目 の実験における変位一何重曲線は図 2

~6 のとおりで、以ドのことが判明した。

表4 コードの引張試験結果
;ょ 験 結 来

lt~k l品λ I;j'F l位断P，'，の 結断附の
試験 体 M l;j'li 11.']の止 (な 川市 :1Hi. LlIll鋭然鮎且l

(kg) (111m) (kg) (m m) 

q当日 98.0 16.0 15.4 60.5 中央部分で切

2 [ヨ目 94.5 16.5 27.5 313 
れた.

31"1目 97.8 16..5 15.8 62.5 

千ピj 96.7 16.3 19.6 514 

11"1日 90.8 2.3.5 13.1 45.3 扶H付 J江で切

2 
2 fc!臼 93.0 24.0 10.3 42.5 

杓た.

3 [!:!!日 85.3 20.0 28.0 63.0 

'1'1勾 89.7 22.;) 17.1 50.3 

lfnlfl 919 16.5 8.8 I.).9 1tl1JJ外陀i刀保

3 z阿l.l 88..3 )7.8 7・5 715 
;在被叫が切れ、

内部 の 被 i唖で

31'"目 94.4 17.0 3.3.3 825 もちこたえる.

事l勾 91.5 17.1 16.9 76.6 

IlnJH 68.5 10.0 21.3 118.0 }人ltii;ω .;，;線 :1
4 

2["111 73.7 10.0 15.5 1010 
IILく 切れるカf

被閣はなかな
3回 I.j 65.0 10.0 25.0 203.0 か切れない.

白!!!~J 68.9 10.0 20.6 140.7 

11"1[1 69.5 6.5 24.7 146.0 易産自闘は他に比

b 
21"111 65.3 I.2 23.0 147.0 

較 Lて吊 υj
才It(l ¥ .. 

3 f司日 62.5 5.0 13.5 115.0 

、V: i~J 65.8 6.2 23.9 146.0 
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写真 5 試験体2の引張試験後の状況

写真 6 試験体3の引張試験後の状況

~ 

/ 

写真 7 試験体4の引張試験後の状況

図2 変位一荷重曲線

(試験体 1) 
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図3 変位一荷重曲線

(試験体 2)
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図4 変位一荷重曲線(試験体 3)
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図5 変位一荷重曲線(試験体4)
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図6 変位荷重曲線(試験体5) 

(y) 配線が徐々に号|っ張られて伸長し、燥大荷重時に素

線が切れ始める。保護被覆付きコード(試験体2、3)の方

が従来のもの(試験体4、5)に比べ、最大荷重、最大荷重

時の変位が大きいことから引っ張りに対して強い。

(イ) 試験体 1(VVF2.0mm2)は素線の径、及び公称断面積

が他に比べ大きいことから、最大荷重は最も大きいが、保

護被覆付きコードの試験体 3の最大荷重はこれにかなり

近い値になっており、被覆を二重にするとヲ|っ張りに対し

て強くなることが分かる。

(ウ) 図2、3、4の変位 荷重曲線から試験体 l、3に

比べ、試験体2は緩やかなカーブになっている。これは、

保護被覆付きコードでも試験体 2は被覆樹脂が柔軟性の

あるものを使用しているためと思われる。

イ コード(被覆のみ)の引張試験結果

引張試験結果は表 5のとおりで、以下のことが判明し

た。

表5 コード被覆のみの引張試験結果

試 験 紅E 果

;A験体、。 傾矧 t品大r:n11(kg) 他大(:IIf(時の
変位 (mm) 備 長， 

九ヘ1F2.0mm' 25. 6 7 2 

2 Alt型保護被慣付 2 5. 8 5. 
コード

3 Klt製a ~豊被横付 2 5. 5 7 6. 0 保護被閣は下

コ ド の挟兵の境で

切れ、次に中

の被樋が途中

で切れた。

4 丁目担何7"のコー 1 9. 2 7 1. 
ド

5 5社製の OA9，)" 1 9. 2 78. 

のコード

(y) 試験体 4 、 5 は試験体 1~3 に比べ、被覆は小さい

力でよく伸びることが分かる。保護被覆付コードは大きな

荷重が加わらないと伸びないことがわかる。

(イ) 保護被覆付コードの試験体 2、3を比較すると最大

荷重、変位はほぼ同じであるが、試験体 3は保護被覆が切
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れた後も内部の絶縁被獲が破れるまで破断しないで長 く

護被覆と内部の絶縁被穫が密着しているため‘ 一挙に破断

することがわかる。

(2) 落下物衝撃試験結果

ア コードの落下物衝撃試験結果

献験結果は表 6~8. 写真 8 ~ 17 のとおりで、以下のこ

とが判明した。

(y) 6 kgの憤置きの結果、被覆に亀裂ができたのは試験

体 lのみであった。

6 kgの縦置きの結果、保護被覆付きコー ドの試験体2、

3については被覆に亀裂が生じなかったが絶縁抵抗が O

になった場合があった。これは、外装的には強いが，平行

する 2線聞の絶縁材の厚みはそれぞれの試験体で大差な

かったためと思われる。

(イ) 8 kgの横置きの結果、被覆に亀裂が生じたのは従来

のテーブルタップコー ドの試験体4、 5の場合であった。

8 kgの縦置きの結果からは、絶縁抵抗が Oになる場合が

6 kgに比べて多くなった。

(ウ) 10kgの横置きの結果、 保護被覆付コー ド試験体 2、

3については被覆に亀裂が生じにくいことがわかった。

10kgの縦置きの結果、絶縁抵抗が Oの場合が 6回あり、

8 kgの場合に比べ多くなっている。

(工) 横置きの場合絶縁抵抗は全ての場合無限大であった

が、 二重被覆コードの方が外観的な損傷は少ないことから、

配線の外部の被覆が損傷することにより何らかの導電体

を介して短絡等により出火する可能性は少ないと思われ

る。

(オ) 縦置きの場合、二本の導体聞が短絡する可能性は二

重被覆コード も従来のコー ドも変わ りは無い。 これは平行

する導体聞の距隊は変わっていないためと考えられる。

(カ) 平行する配線聞の絶縁被覆がはがれ、他の導体文は、

平行する配線開で短絡等になる可能性は今回の実験では

確認されなかったが、被覆内の半断線による出火の可能性

は否定できない。

表 6 コードの落下物(6kg)衝翠試験結果

J正 睦騎

験 き 切れた系組 抵民 外観状況

体 方 数(本)
('01 

~Q 

全部.12 。。

。、 O 。。 ト~~の被慣が亀裂し来線が鉱山した.

繍 O. 0 00 

O. 10 00 

2 前 。。 α。

き
。、O 。。

11. 8 00 

3 。。 α3 

O. 0 。。 変形したが.被覆に亀裂は'1'じなかった.
卜ーー 令部 13 。。
4 O. 0 00 

9. 0 c。
卜一一

O. 0 00 

5 。。 00 

4. 1 co 

上3 下O co F口Eの被憎が亀裂し、来線が嵐山した.
O. 0 co 

!僻したカ…じ帥た

上3 下。 co 
トーー

上34、下 12 。
2 縦 。。 co 

ト一一
上宝。 下13 。

o'句I
七全‘ 下3 co 

3 t 1. T5 co 

!制したが聞に亀裂は山 った

き 全部 。
ト一一

上22.下16 co 

4 全部 co 

全部 co 変形し 1".:1日被樋にfs梨‘車線が副首位iした.
卜一一

l12.干6 co 変形したが.被慣に亀~は生じなかった.

5 

写真 8 試験体1(縦置き)の状況(荷重 6kg) 

写真 9 試験体 2(縦置き)の状況(荷重 6kg) 

写真 10 試験体 3 (縦置き)の状況(荷重 6kg) 

写真 11 試験体4 (縦置き)の状況(荷重 6kg) 

写真 12 試験体 5(縦置き)の状況(荷重 6kg) 
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表 7 コードの落下物 (8kg)衝撃試験結果
W~ l; 

切れた長線 ほ lil 外観状況

政(本)
(¥j(11 

il てC

:L co 

()、() 乙C

白、 O ，"，0 定 i[i ι えが、 II， ~に !fl 烈は'.1じなかった。

l、1) 。。
九Ch州j:.i S .<l 

古、:市 :c 問勾の 卜 F.iíに ;~f;fo.引 高対がぷtllJした。

0， 臼3 'f.，:Jt;したが 被却に!fl終日1じ収かった。

~~ :';ß co 被樋のド冗1= 日t亀裂、 k剥が高山した《

。1) ι。

1'. 12、卜 4 co l創作したが附に…

:!， F 13 co 

。 11明被(11に亀裂、，#嗣が斑InL).'1絡@鉄怖を

除いてもり il.

1'.61、卜 5日 00 

ト…['.68，下旬 IJ 

ノ1、、1『16'h 1) 

ト30、 FO 0.4 内面;(;);"世帥被樋に!(¥裂が生じた.

令部 。 同様の じに亀裂、配線が高iI¥した.

ヘfウfzfipa () 

1: 10 下 41 IJ 1tmしたが、同組に亀裂は生じなかった。

t 2~ ，卜!日 co 

〆Kl-fii、"レ 1) l人l仰の絶縁被慣に亀裂が'1じた。

表 8 コードの落下物(10kg)衝撃試験結果

地 H

切れた点線 ほ tl[ 外観状況

政(本) ('H1l 

1、国 co L邸例制 ，$亀裂、点線儲出、下部被催 郎

亀裂、 点滅蕗出.

'eiii: co FfHiの被摘が亀裂し、来械が締出した。

5~{m co じ{l'l'被措I. ~亀裂、止'線~W ， 下部被糧 問;

f&判、来属ll'l:.u.
l、令市 00 交j陪したが、被慣にf(¥裂はセじなかった.

全部、 11 co 

全日r: 00 ド部の被艇が((¥裂し点線が誠出した.

全E官 色幻

} ，:¥:1"したが州叫全剖 oc 

"I'!"寓 co 

令部 co 仁fJs被樋 iifi亀裂、点線it(H¥、 F部被細 部

((\芋 J 、 ，，; ""~革Ll L

全部 co 下山随時~--gC亀裂、点縦街出.

?孤 co um刊日目亀裂来線総出 川被樋 | 
部亀裂、卓線路出.

~ :'m co 下部被Rl .t~lí亀裂、来線縄出.

全部 co Li:E岐1l-，lG亀裂、来線路出、ド;11.)被雄 部

fß~~. ，属議l減11¥0

-入r:.;、Jlbl， co l側被覆 rm亀裂、点線嵐山、下側の被樋

ilE亀裂、ぷ線画事出e

上10、 F12 co 上側被捜 部亀裂、来線路出

全lii: 00 

上全 F5; 0，3 変形したが、階寝に亀裂は生じなかった。

1":官 o F側の被剖に亀裂が守じた。

令部 。 変形Lたが、被曜に亀裂は生じなかったa 来

線の 出;が透けてはえた。

全部 。 変形Lたが、同墳に亀裂は生じなかった。

全部 。 下側の被恒 郎亀裂，，#線露出。

全部 co 卜側被械 部亀裂、#組蹴出.

全部 0，2 変形Lたが 慣曜に亀裂は生じなかった.

全部 。 上側被樋 f出亀裂、車線向日i
下仰!被側 部亀裂、長線蕗出
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写真 13 試験体1(横置き)の状況(荷重 10kg)

写真 14 試験体 2(横置き)の状況(荷重 10kg)

写真 15 試験体 3(横置き)の状況(荷重 10kg)

写真 16 試験体4(横置き)の状況(荷重 10kg)

写真 17 試験体 5(横置き)の状況(荷重 10kg)

イ テーブルタップの落下物衝撃試験結果

試験結果は表 9のとおりで、以下のことが判明した。

(7) 実験 1~3 の結果から、テーブルタップにより強度

の違いがあることがわかった。試験体6は二重梅造になっ

ているため試験体 7に比べて衝撃に強い。

(イ) 実験4、7から衝撃に強いタップにモールド型のプ

ラグを差し込んだ状態で重量物が落下すると、プラグのキ

ャップが破損し差点Jだけ去さった状態で残り、落下物が導

電性の金属等の場合、これを介して導電状態となり、出火

の可能性が認められる。

(ウ) テーブルタップにプラグが差し込まれた状態で重量

物が落下すると、プラグの付根付近の被覆に亀裂を生じる

ことがあった。

(工) 実験 4~IO を比較すると差刃可動式プラグは、差刃

付根付近が破損しているが、通常の差刃固定式プラグに比

べると破損は小さい。

(オ) 実験8から衝撃に強いタップ(二重構造式)とモー

ルド型差刃可動式プラグを組み合わせた場合、他のものに

比べ比較的損傷が少なかった。

(力) 実験 10の結果から通常のタップに 10kg程度の重量

物が落下した場合、タップケースが大破し内部が露出しプ



ラグ受け金具が変形した。

表 9 テーブルタップの落下物衝撃試験結果

実験 iin"吻
同期 設定 ;r( Iit ;ょ 験 結 * 刊。 (kg) 

ァープルタ ップの 5 政1(1しなかった.

み(試験体 6) 

2 ァ プルタ ップの 5 プラグ受け問闘が舷1fIし ケ スに亀裂が

み(試験体7) 生じた.

3 ァープルタップの 7 般tnしなかった.

み(試験体 6) 

子7"!庁，7'に寸うつ' プラグは折才1110がり 付け俄部分で切断

4 l 本 ( !~Å験 f* o l. 5 された.足、予ー，.19，7'の安;す)}の六の州UH
7"うう は ¥H手1 に小さな亀裂がうじた.1 i ~夕刊~椋1悶の

絶縁ほ民は無限大であった.

テ7"H"，7' 1こ7'う? プラグの;t刃十I相IliJi立が舷111し 以刃付

5 J，.j;o (t;t験体7)、 5 栂が跡目¥L， ，~;品 F し た 倍、械を ir し短絡状態

7 7)"は01上叡，IIJ となった. 又、付け tH2~分の慣慢がilI悔し

動キャ ップ 車線が縄出した.

子 7 1.タヲJ'jこrラP プラゲはPとさった仏'!1¥で;(jJ(，J引iJilfが
自 l本 (A'l験体7)、 5 舷!uし、 Æ刃 íHHm~)すが蕗 1 M Lた.i-1" .9; 

7"ううは，¥11姐‘ii] 7‘ fi~線 1 11 1 の絶鞍1正 Jttは 担 ïll )，であった.よく

動h'，7" プラグめ~線i主脱税分;;t lll l同し なかった.

71-)蕗9-1)'Iこ)"う プラグがもげて;U}だけが正さった状'!1¥

7 ~" 2本 W;験体 7 で残り~悼を介し hl筒状惣 iこ え込勺 た.

ら)‘ tうゲは¥社

製

7"7' 1/~ ヲ 7~ t二ずうう プラグは，:さったまま 、 ;f~刃日Jf!Jキャ ッ

8 2本(試験体6) 7 プ部分が 日目敏10した.テープルタ yプは

7" うゲは A~上製‘可 受け1.1m~分の同 UH的制指に若干の亀裂が人

制打，7' った.

j-J 晃タ 7γl二 7‘ j~ "¥Q 8の実験よりテ プルタップ受け1l:1ll

9 2本 (試験体 6) 10 分の刷凶の樹脂の亀裂が打1');きくなっτ
7" 神は .'\!I:~ 司 いるが 絶蹴は無限大であった.

動it'，)
子7見177"1二7'jう 上部のプラゲはよEさった状態で6!:}}の問

2本 f試験体7)、 10 隔がは、がり、 l産税コードの付け犠部分でつ

10 7ううは¥!I:組、技 ぶされて切断された..i J" ~y， 1 ケー ス :j I 
ぴ IHI.)1 而が破mし 受け刃部分はつぶされ:A;iiH.

た -)"H ， 7 め絶縁 !i~lit ~ よ ~~U，であ ゥ

た. ト仰のプラグ(j"1恥よ); ~ "¥1まされ、 ~: 
刃受け:1s分が舷制した.

写真 18 実験 5の状況

写真 19 実験 6の状況

写真 20 実験 7の状況
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写真 21 実験 8の状況

写真 22 実験 10の状況

6 まとめ

(1) 保護被援付コードの方が従来のものより、号|っ張り

により内部の素線が切れにくいことが確認できた。

(2) 落下物の衝撃に対しては、保護被覆付きのコードの

方が被覆の亀裂が発生しにくく、素線が露出しにくいこと

が確認できた。

しかし、縦方向の衝君主に対しては素線聞の被覆に亀裂が

発生することにより短絡状態になる可能性は従来のもの

と変わらない。これは、写真 2からわかるように保護被覆

付きコードの平行する素線聞の間隔は従来のコードとほ

とんど変わらないためと考えられる。

(3) 落下物による火災発生機構として、コードが蕗下物

の衝撃により絶縁被覆が破損し、露出した素線上に導体

(落下物)が後触し短絡して出火する可能性と、コード内部

での損傷による半断線や短絡することにより 出火する可

能性が確認された。

(4) テーブルタ γプに差し込まれていたプラグやタ ップ

本体の破損により 、通電部が露出し、短絡する可能性が確

認された。

(5) テーブルタップの二重構造のものは、通常のテーブ

ルタ ップに比べて衝撃に強かった。又、モールド型の差刃

可動式プラグは最も破損は少なかった。

(6) 地震時、あるいは、地盟後の再通電時において、落

下物の衝撃により損傷したコードやテーブルタップから

の出火の可能性が本実験により確認されるとともに、出火

防止対策として、感従ブレーカーや感震コンセントの活用

及び手動によるプレーカー遮断等の措置を講じていく必

要性が認められる。



STUDY OF THE ELECTRIC FIRE MECHANISM CAUSED BY THE 

FAULT OF ELECTRIC CORDS FOR DOMESTIC USE 

Kazuo KATO* .Masahiro KATAOKA * 

Abstract 

Nowadays， we often see a new type of table tap with a cord of double sheath. In this study we 

compared a double sheath cord type with a single sheath cord type. 

The result is as follows 

A double sheath cord is stronger in strains than a single sheath cord. The wire of double sheath 

cord didn't break easily compared with the other type. 

2 When the shock is given by a falling object， a double sheath cord is less Iikely to have a cleft or 

to expose the wire 

3 When a heavy object falls on a tap with a plug in， the plug cap may break， leaving lates 

in a female contact. Snap caps do not break so easily. 

* Second Laboratory 
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